
 

 
 

第３７回サフォークランド士別ハーフマラソン大会 
 

【出場結果】 

実施日 ： ７月２１日（日） 

コース ： 日本陸上競技連盟公認ハーフマラソンコース（士別市内周回） 

出場者 ： 坪井 響己  小野 修平 

リザルト： 

 

 

 

 

 

 

 

【レポート】 

  今季の前半シーズン締め括りのレースとして、坪井と小野の 2 名の選手が、士別ハーフマラソ 

ン大会に出場しました。 

  昨年の大会では暑さと強風が入り交じる中、坪井が８位入賞しており、チームとしても相性の 

 良い大会ですが、今年の大会は昨年以上に朝から夏の太陽が照りつけ、スタート時の気温が 30 

 度を超える暑さの中でレースはスタートしました。 

  ハーフマラソンのコースは、士別市内の約１０キロのコースを２周する中で急なアップダウン 

 が 2 ㎞～4 ㎞、12 ㎞～14 ㎞にあり、ここでペースを落とさずに走り切れるかが好記録を生むポ 

 イントとなります。 

 

 
強い日差しと暑さの中で選手達が一斉にスタート 

 

 坪 井 小 野 

タイム １:０７‘０９“  １:０９‘１４“  

順 位 
１７位/１４４名 

（日本陸連登録者の部） 

３７位/１４４名 

（日本陸連登録者の部） 



 

 

 

  30 度を超える暑さの中、10 ㎞地点で早くも外国人選手が１人独走状態となりましたが、日本 

 人選手は縦長の集団を形成し、坪井が 31 分 19 秒、小野が 31 分 36 秒で通過、いずれも表情は 

 険しく、タフなコースに加えて暑さの影響をもろに受けているように感じました。 

 

 
苦しい表情ながら、必死に前の選手を追う坪井 

 

 
集団の中でピッチを刻む小野 

 
 



 

 

 

  坪井は、中盤以降も苦しい走りは変わりませんでしたが、暑さの中で前方から落ちてくる選手 

 を一人ひとり確実に抜いて順位を上げて、本調子ではない中でも我慢の走りに徹し、総合 17 位 

 １時間７分９秒でゴールしました。 

  小野は２周目に入って 12 ㎞～14 ㎞の登り坂でリズムを崩し苦しい走りとなりましたが、自身 

 ３度目のハーフマラソンを総合 27 位１時間 9 分 14 秒で走り切りました。 

 

 
最後まで苦しい表情でゴールに向かう坪井 

 

 
競技人生３度目のハーフマラソンのゴールに向かう小野 



 

 

 

【総 評】 

  チームとしては前半戦最後のレースであり、坪井は６月末に行われた男鹿駅伝前からコンディ 

 ション不良に陥っている中でのレースではありましたが、持ち前の粘り強い走りが出来ており、 

 今後の復調を予感させるレースとなりました。 

  小野は月間 800 ㎞の距離を確実に走り込み、１週間前に出場した 5000m でも 14 分 25 秒の 

 入社後ベストをマークするなど、好調を維持して臨んだレースでしたが、暑さの中で後半に課題 

 の残る走りとなってしまいました。 

  しかし、課題を克服すべく、これからも積極的にレースに臨んで欲しいと思います。 

  今後のチームの予定としては、8 月 10 日～15 日まで夏季休暇を利用して、新潟県の妙高高原 

 で強化合宿を予定しており、11 月 3 日に開催される東日本実業団対抗駅伝競走大会に向けて、 

 チーム力の強化に努めて参ります。 

  引き続きまして、皆さまの温かいご声援を宜しくお願い致します。 

 

以 上 


